
お年寄りや子どもたちが
安心して暮らせるまち苫小牧
育てます！

● 「苫小牧版地域包括ケアシステム」の
　構築を進めます
苫小牧版の医療･介護連携のルールづくりを進めます。また、
在宅患者や医療的ケア児の医療体制強化に取り組みます。

● 子どもたちの健康と安全を守る
　施策を実施します
「児童虐待防止条例」を制定します。また、入院における医療
費の助成対象を中学生までに拡大します。

● 子どもたちに必要な施設の誘致、
　整備を進めます
室蘭児童相談所分室設置に向けた具体的な協議を進めます。
また、本市の所管施設を有効活用した特別支援学校の誘致を
北海道に要望します。

● 市民の生命・財産を守る施策を実施します
消防署日新出張所の建て替えを実施するなど、消防力の強化
を図ります。また、市立病院については、健全経営に努めると
ともに、中核病院としての機能強化を図ります。

● 災害時でも安心な市民生活の確保に努めます
小中学校にWi-Fiを設置し、避難所の機能強化を図ります。ま
た、災害時におけるトイレ対策を進めます。

基本
政策

Ⅲ
自然を生かし、環境と調和の
とれた美しいまち苫小牧
守ります！

● 受動喫煙防止条例を制定します
「受動喫煙防止条例」を制定します。また、民間施設に対する
分煙施設などの整備へ助成を行うなど、分煙・禁煙を推進し
ます。

● 空き家、空き地対策を推進します
危険家屋の対応や相談窓口の一元化を進め、増加する老朽家
屋への対応などを進めます。また、解体に対する助成制度の
創設を検討します。

● クリーンで快適なまちづくりを進めます
糸井清掃センター廃炉後の跡地を災害廃棄物の集積場とし
て活用することを検討します。また、家庭ごみの戸別収集を
検証し、苫小牧方式の収集方法を確立します。

● 霊葬場や霊園の施設整備を実施します
火葬炉を7炉から8炉へ増設します。また、共同墓の設置など
による利用者の状況を考慮し霊園整備を実施します。

● 環境保全・地球温暖化への対応施策を実施します
自然環境保全地区である拓勇樹林の整備を進めます。また、
省エネ効果を考慮し、新・省エネルギーシステム助成の内容
を検討します。

基本
政策

Ⅳ

心の通い合う、やさしい音楽の
流れる温かなまち苫小牧
愛します！

● 子どもたちの心豊かな成長をサポートする
環境を整備します
科学センターの移転改築を行い、機能の拡充や公共施設の複
合化などを検討します。また、沼ノ端鉄南地区に特色ある図
書館機能を有する文化交流施設の整備を進めます。

● 幼児を持つ家庭を応援します
新たに供用を開始した北栄児童センターなど、親子で安心し
て遊べる空間を提供します。さらに、新たに整備する公共施
設内などへの室内遊戯スペースの設置を検討します。また、
利用状況に見合った保育所の整備を行います。

● とまこまいの文化・芸術活動の発展を目指します
若手音楽家による苫小牧音楽祭を開催します。また、地元企
業の協力を得た美術展を開催します。

● 国際化を意識した施策を展開します
国際友好都市の秦皇島市やネーピア市との記念事業などを
実施し交流を深めます。また、市民の国際理解の促進と交流
機会の増加に努めます。

● 大学教育との連携を深めます
苫小牧駒澤大学へ職員派遣などの支援を検討します。また、
高等教育機関と連携した公開講座の実施など関わりを深め
ます。

基本
政策

Ⅴ
　私は4期目の基本テーマとして「快
適都市を目指して～笑顔あふれるふ
くしのまちづくり～」を掲げました。3

期目に続く、ふくしのまちづくりへの挑戦となりま
すが、一貫性を持ちつつも時代の要請に見合う新し
い視点で施策を展開します。
　人口減少や少子高齢化といった将来への不安要
素に直面する中、難しい市政運営が求められていま
す。多様化する社会情勢を敏感に感じ取り、前例に
とらわれず、真に必要な施策を判断することを強く
意識していかなければなりません。
　苫小牧市が20年先も発展を続けていくために、お
示しした基本政策を確実に進めるとともに、市民の
皆さんと目指すべき将来像を共有し、快適都市を目
指してチャレンジを続けます。
　与えられた4年間、謙虚さを忘れることなく、決し
ておごることなく、より一層の決意と情熱を持って
市政運営に取り組みます。

※記載内容は「市政に臨む基本方針」を要約し
たものです。全文は市役所2階情報コーナー
や@Lでご覧になれます
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